






良いところ 良くないところ

薬物
療法

・薬をのむだけで手軽
・甲状腺ホルモンが減りすぎ
ることがない

・副作用がある
・治療に長期間かかる
・再発が多い

・定期的に通院できる人、きちんと薬がのめる人、バセドウ病に
なって間もない人、甲状腺の腫れの小さい人はこの治療に適
しています。
・薬物療法の副作用に備えて、治療開始2ヶ月間は2週に1回、そ
れ以降も定期的に血液検査が必要です。

アイソ
トープ
療法

・治療期間が短い
・再発しにくい
・外来で治療可能

・治療施設が限られている
・甲状腺ホルモンの低下状態
・眼球突出が悪化することが
ある

・副作用のため薬物療法ができない人、薬物療法で治りにくい
人、早く治りたい人、定期的通院が困難な人はこの治療に適
しています。
・ただし、妊娠中はこの治療を受けることができません。

手術
療法

・治療期間が最短
・治療効果が確実
・再発がもっとも少ない

・手術の傷跡が残る
・まれに声のかすれがおこる
・専門外科医が限られている
・甲状腺ホルモンの低下状態

・副作用のため薬物療法ができない人、薬物療法で治りにくい
人、早く治りたい人、定期的通院が困難な人はこの治療に適
しています。



1～3ヶ月後 1年半後～
治療開始2ヶ月間は2週に1回、以降は月に1回程度の診察

●甲状腺ホルモンが正常化 ●薬の服用が止められない場合、
　他の治療法も検討します。

治療期間中に起こりえる症状
●皮疹や蕁麻疹、肝障害、腎障害
●無顆粒球症（好中球減少症）※

※頻度は低いですが、命にかかわる重大な副作用です。
　白血球の一部が減って、感染症への抵抗力が失われた状態になり
ます。急な発熱やのどの痛み、ひどくなると重症な感染症（肺炎な
ど）になることがあります。

入院（1～2週間）：手術　 退院後
●手術時間は3時間ほど
●合併症の有無確認とその対応
●リハビリを行う場合もあります。

定期的な受診
●再発や症状の確認

主な合併症（多くは一時的です）
●手術部の出血
●顔や手足のしびれ
●声のかすれ　など

手術後に起こりえる症状
●甲状腺ホルモンの低下
　（甲状腺機能低下症）



治療前 治療日 治療数日後
ヨウ素を含む食品の摂取制限

検査・採血・採尿

カプセルの服用

●治療後数日は、家族や周囲の人々が無用な放射線被
ばくをしないように生活上の注意事項を守る必要が
あります。

治療後数ヶ月 およそ6ヶ月後～

治療後は、月に１～2回の診察

●甲状腺ホルモンが徐々に低下し、甲状腺機
能は正常化もしくは低下

●治療効果確認
（再治療の検討）

治療後に起こりえる症状
●一時的なバセドウ病症状の悪化
●甲状腺ホルモンの低下（甲状腺機能低下症）


